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   Two cases of primary hyperparathyroidism with urolithiasis are reported. These cases 
were  preoperatively ocalized by CT-scan and 201T1-chloride scintiscan. 
   Primary hyperparathyroidism is one of the most significant pathogenesis of urolithiasis 
and determination of serum Ca level is valuable in screening for primary hyperparathyroidism. 
   CT-scan, ultrasonogram and scintiscan with  201T1-chloride are usefuland are non-invasive 
studies to detect preoperative localization of parathyroid tumors. 
Key  words  : Primary hyperparathyroidism, Urolithiasis, Screening test, Preoperative locali-
             zation
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め られ た.1982年1月,左 尿管 結 石 お よび 左 腎結 石 が
認 め られ,同 年3月 切石術 な らび に 上 皮 小 体 機能 精 査
目的 で入 院,4月 左 腎 切石 術 と左 尿 管 切 石 術 を施 行 し
た,
入 院 時 現症:身 長160cm,体 重43kg,脈 拍呼 吸正
常,血 圧110/60mmHg,心,肺 に 異 常 所 見 を 認 め
ず.頸 部に 腫 瘤 を触 知 せ ず,四 肢 に 疹 痛 変 形 な し.腹
部 に は右 傍 腹 直 筋 切 開 創 を認 め るが,肝,脾,腎 は触
知 せ ず.
入 院時 検 査 成 績:尿pH6,蛋 白(一),糖(一),
wBc20～25/HPF,RBco～3/HPF.末梢 血wBc
8,100/mm3,RBC435×104/mm:s,Hbll.79/dl,Ht





上 皮 小 体機 能 検査 成 績13日 間 連続 して測 定 した 血
清Ca値 は1L4～11,8mg/dlとっね に 高 値 を 示 した
が,血 清P値 は2.6～3.Omg/dlと正 常 域 下 限 で あ
った.3日 間連 続 し て測 定 した 尿中Ca排 泄 量 も224
～398mg/dayとつ ね に 上 昇 して い たが,P排 泄 量 は
820～900mg/dayと正 常 で あ った.PTH-C末 端 値


































































頸 部 に 腫瘤 を触 知 せ ず.四 肢 に 疹 痛 変形 な し.
入 院時 検 査 成 績:尿pH5,蛋 白(一) ,糖(一),
WBC4～6/HPF,RBCI5～20/HPF.末 梢 血WBC
5・300/mm3,RBc475×lo4/mm3,Hb14.29/dl,Ht





上皮 小体 機 能 検 査成 績=血 清Ca値,尿 中Ca排
泄 量 は 普 通食,低Ca食 を通 じてつ ね に 高 値 を示 した
が,血 清P値,尿 中P排 泄 量 は つ ねに 正 常域 で あ
った(Fig・3)・%TRPは 普 通 食 に お い て は77,1%
低Ca食 で は78.6%と低下 して い た。PTH-C末 端
は普 通 食o・7ng/ml低ca食o.9ng/mlと 常 に 正 常
域 に あ り,Pakら の方 法1)に準 じたCa負 荷 試験 も
正 常 型 を 示 した,
X線 検 査 成績:頸 部CT-scanにてSN+65の 部 で
右 甲状 腺 中 部 後 方 に 楕 円形 のlowdensityareaが
認 め られ(Fig.4)上皮 小体 の 腫 大 と 考 え られ た.
201T置一chlorideによ る上皮 小 体scintiscanにお い て
も同部 位 にhotregionが認 め られ(Fig.5)上皮 小
体 腺 腫 が 疑 わ れ た.
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7).顕微 鏡 的 に は 水 様透 明 の細 胞 質 を持 つ細 胞 が 拡張
した 毛 細 血 管 を と もな って び ま ん性 に 増 殖 してお り良
性腺 腫 と診 断 され た(Fig.8).
術 後 経 過 ・術 後 翌 日 よ り血 清Ca値 は 正 常 化 し
(Fig。3),術後10日 目に は血 清Ca値8.6mg/d1,P
値3.5mg/dl,尿中Ca排 泄 量88mg/day,P排 泄
量320mg/day,%TRP93.6%,PTH-C末端値0.7




















































































































































































こなわ な けれ ばか え っ てデ ー タに 迷 うこ とに な り一 般
的に お こな え る方 法 とは い え な い16).選択 的 甲状 腺 動
脈 造影 に お い て も患 者 の負 担 が 大 きい割 に は 診 断 率 は
われ わ れ の集 計 で約50%(Table2)と決 して 高 くな
く一般 的 に お こな うべ き方 法 とは い い がた い.こ れ ら
に対 し て 最 近 で はCT-scan17～19)超音 波 検 査20・2D,
20iTI-chlorideによる 核 医 学 的 検 査21・22)とい った 比
較 的侵 襲 の少 な い画 像 診 断 の進 歩 に よ り上 皮 小 体 の 部
位 診断 も可 能 とな って きた.
と くにCT-scanの有 用 性 は 高 くわれ わ れ の集 計 で
は84%の診 断 率 とな って い る.福 永 ら19)は10例の上 皮
小体 腫 瘍 に 対 して9例 の 病 変 が 明 らか に され,1.Og
以 下 の病 変 に お い て もcontrastenhancementを用
い る こ とに よ り5例 中4例 の部 位 診 断 が 可能 で あ り最
少 の重 量 は0.2gであ った と報 告 し てい る.CT-scan
の問 題点 と して,1)甲 状 腺 内 の腫 瘤 の鑑 別 が困 難 な
こ と,2)リ ンパ 節 との 鑑 別 が と きに 難 しい こ と,
3)ヨ ー ド過 敏 症 で はenhacementがで きず 診 断 率
が 低 下す る こ と,4)放 射 線 被 曝 量 が 以外 に 多 い こ と
な どが あ げ られ る もの の,診 断 率 の よい簡 単 で有 用 な
方 法 で あ り広 く施 行 され るべ き手 段 で あ る23).
い っぽ う,核 医 学 に お い て も 従 来 の75Se-seleno-
methionineに代わ っ て2。夏TI-chlorideを用 い る こ と
に よ り急速 に 診 断 率 が あ が って きた.Makiuchiら22)
の報 告 で は 同一10症例 に対 し,従 来 お こな わ れ て い た
75Se-selenomethionineでは 陽 性2例 ,20iTl-chloride
では4倍 の8例 に 部 位 診 断 可 能 で あ り検 出最 少腺 腫






















症例に対してはじめて選択的 甲状腺 静脈採血に よる
PTH濃 度測定の適応 となると考える.
結 語
1.尿 路 結 石 に よ り発 見 され 術 前CT-scan,20iTl-
chlor三descintiscanにて部 位 診 断 が 可 能 で あ った原
発性 上皮 小 体 機 能 充 進 症 の2例 を経 験 した ので 報 告 し
798 泌尿紀要31巻5号1985年
た.
2.上 部 尿 路 結石 症 の原 因 疾 患 と して上 皮 小 体 機 能
尤 進 症 は 決 して 見 落 と しては な らな い疾 患 のひ とつ で
あ り,ス ク リー ニ ン グ検 査 と して 血 清Ca値 の測 定 が
重要 で あ る.
3.上 皮 小 体病 変 の部 位 診 断 と して 比較 的 侵 襲 の 小
さいCT-scan,超音 波 検 査,201Tl-chloridcによ る
scintiscanが診 断 率 が 高 く有 用 であ る.
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